
11月 5日（木）、6日(金)の 2日間、6年生 また、被爆体験者である
がずっと待ち望んでいた修学旅行でした。コ 池田松義様の講話を聞き、「1

ロナ禍の中、県外への 秒 1 秒を大切に生きていま
旅行自体が危ぶまれま すか？」とのメッセージか
したが、日頃の 6 年生 ら、「平和な世界は、決して
の頑張りが天に届いた 当たり前ではない」ことに
のでしょう、全校児童 気づいてくれました。
のお見送りの中、無事 14 翌日は、一番楽しみにしていたハウステンボスです。
名全員で旅立つことが クーポン券の有効な使い方な

できました。今年も海東小と合同開催で交流 ど、日頃体験できないことも
を深め合うところですが、 楽しみの一つだったようです。
三密を避けるために別のバ 班別行動でしたが、いつの間
スで移動するなど、感染防 にか小
止の中で実施されました。 野部田
長崎に着き原爆資料館では、 小全員
実際の防空壕の跡や、高熱 が集まり珍道中となりました。
により変形した弁当箱など、 たくさんのお土産とともに、
戦争の恐ろしさをその目で 貴重な体験と最高の思い出を
確認することとなりました。 作ることができたようです。

11月 17日（火）、18日（水）の 2日間、5 出発するときは元気なグループも、帰って来るとす
年生は集団宿泊教室へ出かけました。ここで でに半泣き？の人もいて、それぞれの楽しみ方を味
も海東小との合同で行いました。あしきた青 わっていたようです。

少年の家へ着きウォーク 2 日目は「マリン活動」
ラリーを楽しんだ後、近 で、ペーロン船をみんなで
くの「星野富弘美術館」 力を合わせて漕ぎました。
を訪ねました。星野さん 櫂を漕ぐのは、ほとんどの
は、体育の授業中の事故 人が初めてだったようです
で首から下が動かなくな が、所員の方にわかりやす
る中、「詩画」を続けら く説明していただき、上手に漕げたようです。

れています。みんな、 少し風が強い中でしたが、帰
その詩ひとつひとつを、 りは海東小との勝負となりま
ていねいにメモをとり した。結果は、僅差で勝利す
ながら、自分と重ねて ることができました。
いたようです。きれい 季節外れの夏日のような暑
な夕日が沈むと、次は さの中、みんなで力を合わせ、
「ナイトゲーム」です。 たのしい 2日間となりました。

５年生の集団宿泊教室に、私も参加
させていただきました。「星野富弘美 １２月の行事予定
術館」を初めて訪れ、たくさんの詩 ２～３日 県学力・学習状況調査（国語・算数）
画に触れることで、改めて自分がど ４日 芸術鑑賞教室
んな世界に生かされているのか、考 １０日 持久走大会
えさせられました。代表的な「菜の １７日 人権集会
花」に加えて、今回「ぺんぺん草」 ２４日 休み前集会
の詩中の「たった一度だけこの腕を ２５日 冬休み（～1/6）

動かしてくださるとしたら･･･」とのフレーズに、
心を動かされました。「あなたは今を一生懸命生 各行事とも、感染防止の観点から、
きていますか？」と星野さんから、直接問われて 変更することもあります。ご理解願います。
いるようで、思わず青空を見上げてしまいました。
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６年生、修学旅行に行ってきました！ ｉｎ長崎方面

５年生、集団宿泊教室に行ってきました！ ｉｎ芦北

※ 小野部田小学校のホームページに、「日々のつぶやき」として、学校生活のとある場面や、

ちょっとしたエピソードなど、随時アップさせて頂いていますので、ぜひご覧ください。


